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理 事 者 に よ る 説 明 の 概 要 議
会
は
、
２
月
２４
日
に
、

「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
の

具
体
化
に
つ
い
て
」
を
案
件

と
し
た
全
員
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
新
庁
舎
整
備
を
含
む
市
駅

周
辺
再
整
備
の
具
体
化
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
お
り
、

議
会
で
も
平
成
２９
年
３
月
か

ら
５
度
に
わ
た
り
全
員
協
議

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
枚
方
市
駅
周
辺
再

整
備
基
本
計
画
（
以
下
「
基

本
計
画
」
）
及
び
枚
方
市
新

庁
舎
整
備
基
本
構
想
（
以
下

「
基
本
構
想
」
）
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
１２
月
開
催
の
全
員

協
議
会
や
同
３
年
１
月
実
施

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

お
け
る
議
会
や
市
民
の
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
更
新
し
た
基

本
計
画
と
基
本
構
想
の
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
枚
方
市
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
再
編
に
係
る
検

討
状
況
、
今
後
の
主
な
取
組

予
定
や
全
街
区
整
備
に
向
け

た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
理
事
者
か
ら
説

明
を
受
け
（
内
容
は
左
欄
参

照
）
、
引
き
続
い
て
１０
人
の

議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

Ｉ．市駅周辺再整備の取組について
◆ 再整備基本計画（案）について

・より魅力的なまちづくりを目指し、議会や市民の意見を踏まえ更新した基本計画の主な内容を示す。

※ 特定のエリアを単位に、民間が主体となって、まちづくりや地域経営を進める取組のこと。

（参考：市駅周辺再整備事業における街区図）（図 ④・⑤街区のより具体的な土地利用のイメージ案）

⑤
街
区
の
新
庁
舎

移
転
す
る
庁
舎
機
能
は

質
問

基
本
計
画
案
に
あ
る

⑤
街
区
に
整
備
す
る
新
庁
舎

に
は
、
現
在
の
本
庁
舎
の
機

能
を
移
転
す
る
考
え
な
の
か
。

答
弁

本
庁
舎
の
位
置
は
、

⑤
街
区
が
国
・
府
・
市
有
財

産
の
最
適
利
用
や
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
等
の
多
く
の
面
で

優
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
同
計
画
案

で
は
新
庁
舎
や
税
務
署
等
を

行
政
エ
リ
ア
で
あ
る
⑤
街
区

と
し
、
利
便
性
や
防
災
性
を

高
め
た
中
枢
拠
点
の
効
率
的
、

効
果
的
な
形
成
を
目
指
す
。

③ 街 区
再
開
発
組
合
に
指
導
等
し

地
元
へ
の
丁
寧
な
説
明
を

質
問

③
街
区
で
は
再
開
発

組
合
の
対
応
等
に
地
元
住
民

が
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
市

は
、
同
組
合
に
指
導
、
助
言

し
、
地
元
住
民
へ
丁
寧
な
説

明
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
お
、
新
庁
舎
整
備
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
、
環
境

に
配
慮
し
た
先
進
的
な
自
治

体
を
目
指
す
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

小
単
位
の
説
明
会
は

緊
急
事
態
宣
言
で
延
期
し
た

が
、
対
象
地
域
に
資
料
配
布

等
を
行
っ
た
。
改
め
て
組
合

と
連
携
し
説
明
会
を
行
う
。

感
染
対
策
を
徹
底
し
て

市
民
説
明
会
の
開
催
を

質
問

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
寄
せ
ら
れ
た
６
０
３
件

の
意
見
を
踏
ま
え
て
基
本
計

画
案
を
策
定
し
た
と
い
う
が
、

市
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
な

い
状
況
で
進
め
る
べ
き
で
な

い
と
い
う
意
見
も
多
い
。
感

染
対
策
を
徹
底
し
て
説
明
会

を
開
催
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

説
明
会
中
止
に
伴
い
、

参
加
希
望
者
に
資
料
を
送
付

し
、
説
明
内
容
の
動
画
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

さ
ら
な
る
情
報
提
供
に
向
け
、

必
要
な
対
応
を
検
討
す
る
。

市
民
か
ら
の
意
見
聴
取

具
体
的
イ
メ
ー
ジ
の
提
示
を

質
問

④
街
区
の
民
間
活
力

導
入
エ
リ
ア
は
、
市
の
活
性

化
を
高
め
る
重
要
な
役
割
を

担
う
が
、
現
時
点
で
の
ま
ち

づ
く
り
の
考
え
を
聞
く
。

な
お
、
市
民
へ
単
に
意
見

を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
複
数
提

示
す
る
な
ど
、
提
案
し
や
す

く
な
る
仕
掛
け
を
要
望
す
る
。

答
弁

同
エ
リ
ア
に
は
公
園
、

広
場
を
一
体
的
に
生
か
し
た

に
ぎ
わ
い
、
商
業
・
業
務
機

能
、
子
育
て
・
医
療
・
文
化

芸
術
等
の
機
能
を
誘
導
す
る
。

④
⑤
街
区
の
ま
ち
づ
く
り

統
一
感
で
大
き
な
魅
力
を

質
問

３
年
度
か
ら
③
街
区

の
建
築
工
事
に
着
手
す
る
と

い
う
が
、
今
後
、
④
⑤
街
区

と
続
く
ま
ち
づ
く
り
も
含
め
、

ま
ち
と
し
て
の
統
一
感
を
持

た
せ
る
こ
と
は
大
き
な
魅
力

に
な
る
と
考
え
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
の
見
解
を
聞
く
。

答
弁

建
築
物
や
案
内
サ
イ

ン
な
ど
を
統
一
感
の
あ
る
デ

ザ
イ
ン
と
す
る
こ
と
は
、
ま

ち
の
魅
力
に
つ
な
が
る
と
考

え
、
③
街
区
の
デ
ザ
イ
ン
な

ど
も
参
考
に
、
④
⑤
街
区
の

具
体
化
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

市
民
と
と
も
に
考
え

民
主
的
な
合
意
形
成
を

質
問

北
河
内
府
民
セ
ン
タ

ー
の
③
街
区
へ
の
移
転
に
つ

い
て
、
先
行
す
る
府
に
お
け

る
説
明
が
既
成
事
実
と
な
り
、

本
市
で
の
議
論
や
合
意
形
成

が
形
骸
化
し
な
い
か
を
聞
く
。

な
お
、
事
業
の
必
要
性
や

内
容
を
市
民
に
説
明
し
、
議

論
を
重
ね
、
市
民
と
と
も
に

考
え
る
姿
勢
を
持
っ
て
、
丁

寧
に
、
真
に
民
主
的
な
合
意

形
成
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

今
後
も
府
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
連
携
、
調
整
を

図
り
な
が
ら
取
組
を
進
め
る
。

来
庁
せ
ず
に
手
続
が
で
き
る

新
庁
舎
の
整
備
を

質
問

今
回
の
基
本
構
想
案

は
、
国
に
お
け
る
自
治
体
の

＊Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
動
き
と
整

合
性
が
取
れ
て
い
な
い
。
来

庁
し
な
く
て
も
手
続
が
で
き

る
市
役
所
を
目
指
す
発
想
で

新
庁
舎
整
備
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

基
本
構
想
を
基
に
、

コ
ロ
ナ
禍
を
起
因
と
す
る
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
や
職

員
の
働
き
方
の
検
討
等
を
踏

ま
え
、
具
体
的
な
事
項
を
定

め
る
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画

で
整
合
を
図
っ
て
い
く
。

観 光
ステーション
収
支
が
赤
字
の
施
設

移
転
設
置
後
の
展
開
は

質
問

観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
収
支
が
赤
字
で
、
市
駅
前

の
床
面
積
１
４
０
平
方
㍍
へ

移
転
設
置
す
る
必
要
を
感
じ

な
い
が
、今
後
の
展
開
を
聞
く
。

な
お
、
一
部
を
活
用
し
た

子
ど
も
一
時
預
か
り
所
の
設

置
の
検
討
や
、
整
備
予
定
の

観
光
交
流
施
設
等
と
の
役
割

の
す
み
分
け
を
要
望
す
る
。

答
弁

観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
に
よ
る
市
内
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
グ
ル
メ
情
報
の
案
内
な

ど
民
間
活
力
の
活
用
等
に
よ

る
新
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
。

市
駅
前
の
図
書
館

具
体
的
な
整
備
内
容
は

質
問

市
駅
前
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
再
編
で
整
備
す
る
図
書

館
は
、
新
た
な
ま
ち
の
姿
に

応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
い
う
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
か
。

な
お
、説
明
会
を
開
催
し
、

市
民
の
声
を
反
映
し
た
基
本

計
画
と
基
本
構
想
を
策
定
す

べ
き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

駅
近
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
、
民
間
施
設
や
他
の

公
共
施
設
と
つ
な
が
り
の
あ

る
環
境
整
備
を
図
り
、
よ
り

一
層
の
充
実
に
取
り
組
む
。

行財政改革

継
続
的
に
財
源
を

生
み
出
す
努
力
を

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
を

進
め
る
中
、行
財
政
改
革
は
、

市
民
や
職
員
の
負
担
が
伴
う

取
組
だ
け
で
な
く
、
継
続
し

て
財
源
を
生
み
出
す
努
力
が

重
要
だ
が
、
見
解
を
聞
く
。

な
お
、
議
会
と
一
緒
に
、

全
職
員
の
総
力
で
再
整
備
を

前
に
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

限
ら
れ
た
資
源
を
活

用
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営

に
向
け
事
業
を
見
直
す
と
と

も
に
、
長
期
的
視
点
を
持
っ

て
歳
入
拡
大
を
図
る
積
極
的

な
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。

◆ 新庁舎整備基本構想（案）について

・ＩＣＴなどの高度化によるスマート自治体の実現に向けた取組等を含め、議会や市民の意見を踏まえ更新した基本構想の主な内容を示す。

※ 快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する一次エネルギーの年間収支ゼロを目指した建物のこと。

◆ 市駅前行政サービスの再編と今後の主な取組予定について

・③街区で再編を行う市駅前行政サービス施設の配置図案を示す（なお、観光ステーションは市駅高架下の別の場所へ移転を予定）。
再開発施設の５階…庁舎分室の市民窓口、図書館、市立生涯学習交流センターなど

〃 ６階…保健センターの一部、消費生活センター等の各種相談機能
・③街区では、他街区に先行して現施設の解体後、建築工事及び外周道路整備に順次着手する。また、上記の行政サービスの供用開始に向け、
３年度に内装設計を実施する。
・②街区では、３年度に権利者との勉強会を通じて事業手法や土地利用の検討を行う。
・④・⑤街区では、権利者との勉強会等でまちづくりの方向性を共有し、３年度の準備組織の設立を目指す。また、現市民会館跡地等に誘導
する都市機能を検討し、４年度の都市計画手続を目指す。
・⑤街区では、国との合同庁舎化など具体的事項を定める新庁舎整備に関する基本計画の検討と併せ、枚方消防署の移転の検討を行う。

Ⅱ．市駅周辺再整備事業の財政シミュレーションについて
・長期財政の見通しを基に、長期的な視点で全街区整備に向けた財政面からの実現性を明らかにする観点から再度シミュレーションを行った
結果、実質収支は期間を通じ１０億円台の黒字を維持できる見通し。なお、長期財政の見通しについては、行財政改革の取組による効果額を
一部反映した上で収支を試算。
・シミュレーションにおいては、財政面の実現性はあるものの、各ステージで収支見通しや財源確保の状況を踏まえながら事業を推進。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

枚
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ィ
ー
リ
ッ
プ
・
シ
ー

ボ
ル
ト
は
、１
７
９
６
年
、

ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

１
８
２
３
年
（
文
政
６

年
）
に
長
崎
、
出
島
の
オ

ラ
ン
ダ
商
館
付
の
医
師
兼

自
然
科
学
調
査
官
と
し
て

来
日
。
私
塾
を
開
設
し
西

洋
医
学
を
伝
え
る
一
方
、

オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
命
に
よ

り
、
動
植
物
や
鉱
物
、
民

俗
資
料
を
集
め
ま
し
た
。

１
８
２
６
年
（
文
政
９

年
）
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
オ

ラ
ン
ダ
商
館
長
の
江
戸
参

府
に
随
行
。
当
時
、
外
国

人
が
日
本
国
内
を
自
由
に

旅
行
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
た
た
め
、
シ
ー
ボ

ル
ト
に
と
っ
て
日
本
の
こ

と
を
調
べ
る
絶
好
の
機
会

で
し
た
。

長
崎
か
ら
江
戸
へ
向
か

う
道
中
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は

枚
方
に
立
ち
寄
っ
て
い
ま

す
。
当
時
の
枚
方
は
東
海

道
の
宿
場
町
で
、
淀
川
舟

運
の
中
継
港
と
し
て
も
大

い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
彼
が
記
し
た
紀
行
文

に
は
、
昼
食
を
と
っ
た
枚

方
宿
の
に
ぎ
わ
い
や
、
若

い
女
性
が
大
勢
い
る
ま
ち

の
様
子
と
と
も
に
、
「
枚

方
の
環
境
は
非
常
に
美
し

く
、
淀
川
の
流
域
は
私
に

祖
国
の
マ
イ
ン
の
谷
を
思

い
出
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
多

い
」と
称
賛
し
て
い
ま
す
。

１
８
２
８
年
（
文
政
１１

年
）
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
帰
国

す
る
際
、
持
ち
出
し
を
禁

じ
ら
れ
た
日
本
地
図
な
ど

が
積
荷
に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
発
覚
し
、
国
外
追

放
処
分
と
な
り
ま
し
た（
シ

ー
ボ
ル
ト
事
件
）
。
帰
国

後
は
、
日
本
で
集
め
た
資

料
や
知
識
を
基
に
、
日
本

に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研

に
っ
ぽ
ん

究
書
で
あ
る
『
日
本
』や
、

日
本
の
植
物
、
動
物
を
紹

介
す
る
『
日
本
植
物
誌
』

『
日
本
動
物
誌
』
な
ど
を

出
版
。
ま
た
、
日
本
の
植

物
を
栽
培
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
普
及
さ
せ
ま
し
た
。

国
外
追
放
が
解
か
れ
た

後
、
１
８
５
９
年
（
安
政

６
年
）
に
再
び
来
日
。
幕

府
の
外
交
顧
問
な
ど
を
務

め
、
日
本
研
究
を
続
け
ま

し
た
。
３
年
後
、
長
崎
か

ら
帰
国
し
、１
８
６
６
年
、

７０
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。

＊

Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
略
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積

極
的
に
活
用
し
て
業
務
の
効

率
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
取
組
の
こ
と
。

議
会
は
、
３
月
２９
日
の
本

会
議
で
、
「
子
ど
も
を
守
る

条
例
の
制
定
」
案
を
原
案
の

と
お
り
、
満
場
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

本
議
案
は
、
子
ど
も
の
貧

困
、
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
子

ど
も
が
抱
え
る
課
題
の
深
刻

化
を
受
け
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
に
関
す
る
基
本
理
念

（
左
表
）
を
定
め
、
市
の
責

任
や
市
、
保
護
者
、
地
域
住

民
な
ど
の
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
を

守
る
体
制
づ
く
り
等
を
定
め

る
も
の
で
、
３
月
９
日
の
本

会
議
で
教
育
子
育
て
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１１
日
に
同
委
員

会
を
開
い
て
審
査
を
行
い
、

２９
日
の
本
会
議
で
大
地
正
広

教
育
子
育
て
常
任
委
員
長
か

ら
審
査
内
容
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

（１）一人ひとりの子ども
の最善の利益を第一
に考慮すること

現在の淀川の景観

子
ど
も
の
権
利
の
普
及
啓
発

限
定
的
な
周
知
内
容
に
疑
問

質
問

子
ど
も
の
虐
待
や
い

じ
め
等
の
防
止
に
向
け
、
条

例
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
権

利
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
が

市
の
責
務
と
考
え
る
が
、
な

ぜ
条
例
の
目
的
に
限
定
し
て

周
知
す
る
と
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

本
条
例
の
「
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
が
笑
顔
で
健

や
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち
の

実
現
に
資
す
る
」
と
い
う
目

的
の
達
成
に
向
け
、
様
々
な

観
点
か
ら
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
継
続
的

な
周
知
啓
発
に
取
り
組
む
。

＝子どもの権利擁護の観点

（２）一人ひとりの子ども
の主体的に生きる力
を育むこと

＝子育ち支援の観点

信
頼
関
係
を
築
い
た
上
で
の

支
援
を
求
め
本
議
案
に
賛
成

賛
成
討
論

子
ど
も
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
子
ど
も
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
相

談
体
制
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
。
今
回
、
条
例
制
定
に
合

わ
せ
て
子
ど
も
見
守
り
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
情
報
を
一

元
管
理
す
る
と
い
う
が
、
デ

ー
タ
頼
り
の
対
応
で
な
く
、

関
係
機
関
や
職
員
が
連
携
し

て
、
保
護
者
等
の
信
頼
を
得

る
中
で
、
子
ど
も
の
課
題
を

把
握
し
な
が
ら
必
要
な
相
談

支
援
を
行
う
こ
と
を
要
望
し
、

本
議
案
に
賛
成
す
る
。

条
例
の
周
知
啓
発
と
迅
速
な

対
策
を
求
め
本
議
案
に
賛
成

賛
成
討
論

子
ど
も
が
抱
え

る
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、

総
合
的
、
継
続
的
、
重
層
的

な
支
援
を
方
針
に
示
し
た
こ

と
を
評
価
し
、
よ
り
早
期
に

的
確
な
支
援
な
ど
、
子
ど
も

を
見
守
り
、
支
え
て
い
く
体

制
整
備
の
実
現
を
期
待
す
る
。

な
お
、予
防
的
支
援
で
は
、

情
報
の
取
扱
い
を
慎
重
に
行

う
よ
う
要
望
す
る
。
市
は
、

子
ど
も
を
守
る
た
め
、
不
断

の
努
力
を
も
っ
て
条
例
の
周

知
啓
発
と
具
体
的
な
対
策
を

迅
速
に
取
り
組
む
こ
と
を
求

め
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

（３）一人ひとりの子ども
に寄り添い、子ども
を育てる家庭全体を
支援すること

＝子育て支援の観点
������������������������������������������������������������ 子どもの育ち見守りセンター

教
育
子
育
て
常
任
委
員
会

は
、
そ
の
所
管
す
る
事
務
の

う
ち
、
「
小
・
中
学
校
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
組
に

つ
い
て
」調
査
を
行
う
た
め
、

１
月
２９
日
、
委
員
会
の
発
議

に
よ
り
教
育
子
育
て
委
員
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
踏
ま

え
、
当
日
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
て
磯
島
小
学

校
と
中
継
を
結
び
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
授
業

の
模
様
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視

察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小

・
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
組
に
つ
い

て
、
委
員
間
で
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。さ

て
、
今
号
で
は
、
３
月

定
例
月
議
会
の
内
容
を
中
心

に
掲
載
し
ま
し
た
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
報
編
集
委
員
会

で
協
議・決
定
し
た
編
集
基
準

に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

御
意
見
、
御
感
想
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
市
議
会
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
…

野
村

生
代

副
委
員
長
…

山
口

勤

委

員
…

松
岡
ち
ひ
ろ
、

奥
野

美
佳
、
泉

大
介
、

田
中

優
子

枚方市議会報は、再生紙（古紙７０％）を使用しています。

市の考え方（案）
・現時点における④・⑤街区の土地利用のイメージ案（図）を追記
・市有財産については、市民や議会の意見を聞き検討を進める考え
・本市の財政状況などを踏まえ、定期借地についての検討を行う旨を追記
・再整備の効果をさらに高めるため、まちのブランドや価値の向上に資
する施設の誘導、誘致に向けた取組が必要
・エリアマネジメント※の仕組みを導入し、新たなにぎわいの創出などに
つながるソフト事業を展開する旨を追記

主な意見（要旨）
・まちづくりに関する土地利用が明確に示されていない
・市民の財産である④・⑤街区の市有地を売却しないで
ほしい、また、定期借地も検討すべき

・なぜ枚方市駅に集中して再整備を行うのか
・再整備の効果が市駅周辺にとどまることなく、市全域
の活性化へつなげていく成長戦略が必要

市の考え方（案）
・ＺＥＢ※等の手法による地球温暖化対策の取組や緑化の推進を行う旨を追記
・比較検討の結果、市負担額等の面も含め⑤街区が④街区より総合的な優位性がある
・⑤街区へ移転する本庁舎の分室として、③街区に市駅前の利便性を生かした市民窓
口の機能を拡充する考え
・総合窓口の取組の進展やテレワーク等の動向を踏まえ、執務スペースを精査
・電子申請等のペーパーレス化の推進等により文書量を削減し、書庫を縮減
・今後もＩＣＴを活用した市民サービスの向上について検討する考え

主な意見（要旨）
・具体的な環境対策を示すべき
・新庁舎の建設場所について、現市民会館・大
ホール跡にすべき、または、高齢者などに不
便な⑤街区ではなく駅に近い場所にすべき
・将来の電子化に対応した支所機能、地域サ
ービス拠点を拡充し、コンパクトで市民が
利用しやすい市役所を望む

令和３年（２０２１年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３３２号 ＜ ８ ＞


